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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間
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栃木県　大田原土木事務所 2008-12-17 ～ 2008-12-17
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灰

含水中位で非常に軟質である。植
物根を多量に混入する。
含水中位で粘性やや高く、軟らか
い。

稀にφ5mm内外の火山礫を混入す
る。

GL-1.7m以深、幾分か粘性を増す
。
火山灰土が粘土化した地層である
。

GL-2～3m間、砂分を含有し、幾分
かの硬度上昇が見られる。

以深は深度方向に粘性の上昇が伺
え、土性は軟質化する。

GL-4m以深、含水やや多い。

上部10cm間、風化・変質により、
コアは礫混り粘土状を呈す。

以深、新鮮体へ移行し、コアは長
さ20cm内外の棒状を主体に最大コ
ア長65cm程を採取する。
亀裂頻度は低い。
風化・変質は割れ目に沿う脱色程
度で岩体内部へは及ばない。
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